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ラフカデイオ・ハーンの人間観（３）
－ジェイン・オースティンをめぐって：
東京帝国大学英文科講師時代の講義録から－
先川暢郎
１．はじめに
ラフカデイオ・ハーン（La(cadioHeam：1850-1904）は東京帝国大学英
文科講師時代の講義に基づく著作了英文学史』の「前ヴィクトリア時代の散文
一小説」の「女流作家」の項で，４人の女流作家をとりあげているが(1)その中
でフランシス・バーニー（FrancesBurney：1752-1840）について大して重
要視することもないとし，マライヤ・エッジワース（MariaEdgeworth：
1767-1849）については今日では文学の専門家にしか相手にされないと述べて
いる。そして，ジェイン・オーステイン（JaneAusten：1775-1817）につい
ては一番優れている作家であり，彼女の生活や経験の範囲は狭いものであった
がシェークスピア的存在であり，どんなに過小評価してもうイールディング
(HenryFielding：1707-54）に匹敵し，二流作家ではないとし，高く評価し
ており好意的な態度をとっている様子がうかがわれるのである。
2．オーステインの生涯とその時代背景
南イングランドのハンプシャー（Hampshire）のスティヴィントン
(Steventon）という自然に恵まれた小さな牧師館に生まれたオースティンは，
上流に属する世襲的支配階級の出であった(2)。英国国教会の教区牧師であった
父のジョージ・オーステイン（GeorgeAusten：1731-1805）はこの時代の
慣例にならって女の子に高い学校教育を与えようとはせず，７～９歳までの短
期間を姉のカサンドラ（Cassandora）と共にオックスフォード（Ox(ord）と
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サウサンプトン（Southampton）でコーリー夫人（MrsCawley）の私塾で
教育を受けさせ，その後，レデイング（Reading）のアビ－校（Abbey
School）に入学させた(3)。
そして，オーステインは９歳で正規の教育を終えると，読書を中心に父母や
兄弟に教育の手ほどきを受け'ｲ)，当時の女性としての「たしなみ」一ピアノを
弾いたり，絵を描いたりすることなど－の他にも仏語，イタリア語を身につけ
た(5)。
しかし，小説好きの一家に生まれた(6)オーステインは，シェークスピア
(WilliamShakespeare：1564-1616)，フイールデイング，ゴールドスミス
(OliverGoldsmith：1728-74ハフアニー・バーニー，マライヤ・エツジワ
ース，ジョンソン（SamuelJohnson：1709-84)，スターン（Laurence
Steme：1713-68)，スコット（WalterScott：1771-1832)，クラッブ
(GeorgeCrabbe：1754-1832)，クーパー（WilliamCowper：1731-1800)，
リチヤードソン（SamuelRichardson：1689-1761）等の文学作品に親し
み(7)，とりわけ，ジョンソン，クーパー，リチャードソン，クラッブを高く評
価した(8)。
また，芝居好きでもあったオースティンは，劇を書いたり，納屋や居間を舞
台にして催した芝居では主役を演じて両親を楽しませたりもした(9)。
このような家庭環境の中に育ったことも手伝って，1790年からオーステイン
は『恋と友情』（LoveandFriendship）などを含む物語や劇を，1795年頃か
らは長篇小説を書き始めた('(1)。
そして，1801年には父の牧師職の引退にともない25年間を過ごし，作家とし
ての名声の基礎を築いたステイヴントンを離れ，バース（Bath）に移住し《'１)，
この間，「スーザン夫山（LadySusan）などを書いた('2)。
そして，父の死後サウサンプトン，チョートン（Chawton）へと移住した。
1816年頃より体調の不良を訴え，翌年の７月181]に亡くなった(131。
ところで，１８世紀から19世紀初頭にかけてのイギリスは第一次産業革命の時
代であり，貴族社会にかわって階級社会をつくりだしだⅡ)。
この時代の女性はほとんど教育らしい教育をあたえられず，財産の管理や処
分でも法により許されず１１５１，女性の社会的地位は国内においても，また，結
婚すれば自由・財産・私権といったものを夫に引きわたしてしまわねばならな
いように，家庭内においても低く'１`'男`性と女性は精神的にも，肉体的にも全
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〈異なった特質を持っているものとみなされ''7)，女性は「しとやかさ，慎み，
従'１１頁，素直さ，服従，細やかさ」といった道徳を役目（義務）として強要され
ていたのであった('８１．
また，職業選択の余地は存在しなく，女性の職業といえば，せいぜい家庭教
師か寄宿制の女学校の教師しかなくｗ)，女性が経済的安定を獲得して生きて
ゆくためには結婚以外に方法がなかったのである120)。
文学方面においては，女性が芸術家になることが奨励されない時代でもあ
り121)，その上，小説は高い位置を占めておらず，文学形式として出版した時
には軽い読み物としてとりあつかわれ，不真面目で，二流の文学ジャンルとみ
なされており，詩，神学，伝記などがより堅実だとみなされていた(22)。
しかし，小説の分野においては女性作家が活躍した時代であり123)，とりわ
け，ホレス・ウオルポール（HoraceWolpole：1717-97）の『オトラント
蝿（TheCastleo(Otranto：1786）に起源をもつゴシック小説がもてはや
され(鋼)，ラドクリフ夫人（Mrs・AnnRadcliHe：1764-1823)，ルイス
(MatthewGregoryLewis：1775-1818)，マチュリン（CharlesRobert
Maturin：1782-1824)，シエリー（MaryShelley：1797-1851）らが輩出し
た。
また，家庭小説（風俗小説）の分野においてはマライヤ・エッジワースがい
た。
教育方面においては，特に女子教育においては，寄宿学校が普及し(２５１，歴
史，地理学，文学，時事問題を含めたカリキュラムをおくところもあった
が(2`１，女子寄宿学校の主流は「たしなみ」－例えば，料理，家事，裁縫など
を身につけたり，また，教養として読み方，書き方，算術などとともに音楽，
ダンス，絵を描くことなど－を家庭内で孤独な時間を過ごすのに退屈しのぎに
も役立つので教わったのである１２７１。
3．オースティンに対する評価
このような時代に生きたオースティンに対して，ほぼ同時代の文豪でもあ
り，大きな世界を舞台にして小説を書いたスコットは，オースティンの死後か
ら９年後に久しぶりに彼女の作品『自負と偏見』を三度読み返した後で，次の
ように書いている。
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あの若い女性は，平凡な日常生活を送る人達の感情や性格を描く才能を
持っていたが，これは私がこれまでに出くわしたものの中で最もすばらし
いものである｡大げさな書き方は他の作家と同様私の本領とするところで
ある。しかし，平凡なありふれ潤湘や人物をとらえて真の描写と感情で
もっておもしろい物語にするあの絶妙な描写の特徴は，私は真似ができな
い(銘)。
さらに，スコットは1815年の１０月号の「クウオータリー・レヴュー」
(QuarterlyReview）に，『エマＪ１の轡評をのせるとともに，「分別と多酌と
｢自負と偏見』についても批評し，オーステインは小説の範囲を，ロマンスの
世界ではなく平凡なありふれた'三|常生活の世界に限定しており，このような新
しい傾向の小説を書く作家としては，巌も優れているi291としているのである。
このように，これまで他の作家があまり手がけることのなかったところに焦
点をあわせて書いたオーステインを，人生観察を本領とする新しい作家である
としてスコットは激賛しているのである。
一方，オーステインとは本質的に異なった作風をもつシヤーロット・ブロン
テ（CharlotteBronte：1816-55）は，自分を高く評価してくれているが同
時に「最も偉大な芸術家であり，人間の性格描写の最も偉大な画家である」と
オースティンについても激賛している文芸評論家のルイス'3⑪（GeorgeHenry
Lewes：1817-78）が読むようにすすめていたオーステインの『自負と偏見』
を読み終えた後の1848年１月12日付の彼に宛てた手紙において，その作品を評
して「ありふれた人間生活の銀板写真」でありｒオースティンはただ抜け目な
く観察する人です鰯])」と不満をもらしており，また，1848年１月18日付の手
紙においても「情感も詩ももちあわせておらず偉大な芸術家ではない(32)」と
述べているのである。
さらに，シヤーロットは，オーステインのアエマ』を読んだ後の1850年４月
26日付のスミス・エルダー社（SmithEIder＆ＣＯ.）の文学上の助言者であ
るウイリアムズ(33）（WilliamSmilhWilliams：1800-75）に宛てた手紙にお
いても，「上流英国人の表面的な日常生活において正確に描写しているが情熱
の点に欠けている１３'i」としているのである。
ところで，ハーンはオーステインの作品については六点をとりあげ，あまり
にも繊細すぎて，今日でさえ，文学的素養が十分でないと並みはずれた彼女の
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小説の長所を理解できないとしながらも，すべての作品が優秀であり，ひとつ
は読んでおく必要がある(36)と述べているのである。
そして，彼女の作品に描かれていることは人々の生活，悩み，おろかな行動
などでありその作品のおもしろさは人間（人物）の性格や行動の描写の方法に
あるとしているのである'3`)。『自負と偏見Ｊについてはシェークスピアの芝居
のようにおもしろく，人物達の劇的な真実の生き生きとした様子はシェークス
ピア的であるとしており，また，「分別」のある姉と「多感」な妹との性格を
描いた『分別と多感』と，忍耐の徳をもちすぎるほどもった娘の性格を描いた
『説得』を読むようにすすめているのである(37)。
また，夏目漱石は明治33年にイギリスに留学し，３６年に帰国すると，ハーン
の後任として，英文学を講じたが(381小説について「固より人間相互の葛藤な
り，情合なり，有形無形の出来事一人間社会の中に起こる現象の一部一を
写した者《３，》」であると述べている。そして，則天去私の作家と作品の例を学
生にたずねられると，オーステインのア自負と偏見』をあげｲ゜)，また，彼女
の作品から多大な影響をうけたとされ(ｲ'「平易な言葉を使用し，全く装飾を
用いないオースティンは写実の大家である１４２)」と絶賛しているのである。
そして，漱石は講義をするにあたって，詩人，小説家，思想家などを引きあ
いにだしている。そのうちのひとりであるレズリー・ステイーヴン（Leslie
Stephen：1832-1904）は，1876年の℃ornhillMagazine，の中で，オーステ
インについて「情熱を本領とする偉大な作家と同じランクにはおけないが，上
位に位置する作家である１４３１」と述べている。
また，今世紀に入ってからもイギリスの女流作家であり批評家のヴァージニ
ア・ウルフ（VirginiaWool（：1882-1941）は，1913年５月８日付の，
`TimesLiterarySupplement,の中で「イギリスの偉大な小説家を順番に並
べてみると，たとへ他にどんな作家がいても，オーステインを上位におかない
わけにはいかない(Ｍ１」と述べているし，オックスフォード大学の英文学教授
でもあり批評家でもあるデビツド・セシル（DavidCecil：1902-86）は「オ
ーステインが亡くなってから119年になるがその人気は高まるばか})であ
る卿馴」と述べて，絶賛しているのである。
このように，オーステインを称賛する小説家，批評家，学者をあげれば枚挙
にいとまがないのである。
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４．ハーンの文学観
ハーンは，文学とは「最も崇高な感動と肢も高尚な感情に対して，言語によ
り可能なかぎ})崇高な訴えかけをすること（461」でありさらに，「情緒と感情を
表現するものであり一人生を説明するもの(４７)」であるとしているのである。
小説について，「人生に対する真理が－たとえ物語の筋それ自体が真実でな
い場合でもあるいは全くあり得ないような場合でも最もできばえのよい小説の
目的とする(48)」ところであり，また，「人生を写しだすかがみい,)」であらねば
ならないとするハーンは本物の文学（作品）について次のように述べているの
である。
大家によって書かれた偉大な物語は，諸君が読み返すたびに，ますます
その素晴らしさを増していくように思われる。そして，幾世代も，何世紀
も経て，読む者にとってますます素晴らしいものになっていくのであ
る(５０)。
そして，ハーンは良書であるかどうかの決め手やその特色については，次の
ように述べている。
良書の鑑定法は，一度しか読みたくないか，それとも何度も読みたいか
ということによって決まる。本当に優れた本ははじめてのときより二度目
の方がより読みたくなるものである。読むたびにその本の中に新しい意味
と新しい美しさを見い出す。教育があり，趣味のよい人が二度と読みたく
ないという本には大した価値はない'5m。
良書は決して古くならない。その若さは永遠である。若者が偉大な書物
をはじめて読むとき，表面的にしか理解できないものである。上面と話の
筋だけが吸収享受される。若者が一度目の読書で偉大な書物の本質を見る
ことなどはとてもできるものではない(犯)。
本の内容について，人間が人生経験を積むに従って，新しい意味を現し
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てくるものである。立派な本であれば，十八歳のときに面白くなるだろう
し，三十歳のときにはまったく新しい本のように思われる。……なぜこの
本の本当の素晴らしさに，以前気づかなかったのだろうかと思う。……偉
大な本は，読者の心の成長に比例して成長する嶋瓢'。
このように，良書とその特色については再度読みたくなるか否かによって決
まＩ)，良書は若者が－度読んだだけでは表面的にしか理解できるものではな
く，人生経験を積み重ねることによって本当の素晴らしさに気づくのであると
しているのである。
また，「しっかりと訓練された正確な観察刀をもっている人，また，感受性
に富んでいて，しかも，情緒を慎重に言葉を選んで表現する能力をもっている
人(鋼)」であれば芸術的散文を書けるとしているハーンは，目標とする文体に
ついては次のように述べている。
何年間も詩的散文を研究したあとで今単純さというものを学ばねばなら
なくなりました。徹底的に装飾を試みたあとでわたくしは自分自身の過誤
によって改宗させられたのです。重要な点は，単純な言葉で人を感動させ
ることです。それにわたくしの文体はまだ定まっていないと思います。－
あまりに人工的です。あと一年か二年研究すれば，向上することができる
と思っています155)。
このように，ハーンの目標とする文体は飾り気のない，単純で，平易な言葉
を使用した文章である。
このことに関して，ハーンは熊本第五高等中学校における英作文教育におい
て，生徒が長い文章を好む傾向があると気がつくと，その反対の傾向を養うた
めに，故意に短く簡単に書かねばならないようなテーマを与えて書かせたり，
自らも書いて見せたりもした(師)。
また，当時，同校の生徒であった白壁傑次郎も「五校におけるへルン」の中
で次のように述べている。
文章が自由に書ける様になるには二十年の努力を要する。文章を書くに
は推敲を要する。始め十語で表し得た思想ならば九語か八語か尚少数の語
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で同じ思想を表す様に骨折らなればならぬ。六文字綴りで置き換え得る語
はないかと探さねばならぬ。ノットウイズスタンディングと言う様な恐ろ
しい語は出来る得るならば終生用いぬがよい。長綴りの語を用ふれば章句
の締まりが弛む。章句は出来る丈短くせねばならぬと言う様の事でし
た(57)。
さらに，ハーンは偉大な文学作品を生みだすには一度だけ書いただけでは真
の文学は生みだすことはできず，わずかひとつの文章であってもこれを立派な
文学にするためには少なくとも三度は書き直すことがlZ､要であり(58)三度，四
度，五度と書き改めていくうちに必要でないものと最も必要である部分に気づ
き，新しい考え方が浮かびあがり，簡潔で，力強い単純なものとなる帽，)と述
べているように，文章の推敲・添削という大きな労力と骨折りなしには偉大な
文学作品は出来あがらないとしているのである。
このことについて，著作中のハーンの苦心する様子を節子夫人は，「思い出
の記』の中で次のように述べている。
「怪談』の初めにある芳一の話は大層へルンの気に入った話でございま
す。中々苦心いたしまして，もとは短いものであったのをあんなに致しま
した。「門を開け」と武士が呼ぶところでも「門を開け」では強味がない
というので，色々考えて「開門」と致しました。この「耳なし芳一のはな
し」を書いているときのことでした。日が暮れてもランプをつけていませ
ん。私はふすまを開けないで次の間から小さい声で，芳一，芳一と呼んで
みました。「はい，私は盲目です。あなたはどなたでございますか」と内
からいってそれで黙っているのでございます。いつもこんな調子で何か書
いているときには，そのことばかりに夢中になっていました(601。
そして，すぐれた文章の－FＩとして，ノルウェー文学の一節を引きあいにだ
して，その特色として「まず，形容詞がほとんどなく，この話の全体に個人的
感情の表現は全くないが，読者の心の中に大きな感情がおこる(61)」と述べて
もいるのである。
また，文学者の創作する際の倫理観については「文学者は，著述する際，利
己的であってはならず，利己的でない作品なら，最小限の価値をもっており，
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利己的な人間は偉大な詩人や劇作家になったためしがない(６２)」と述べている
ハーンは，至高の芸術について「物質的理想をではなく，倫理的な理想を扱う
ものでありその効果は純粋に倫理的な熱誠（moralenthusiasm）でなくては
ならないと思う(１，Jと述べているのである。
さらに，想像力を重視し《隅)，文学を情緒と感,情の描写であると見なし，学
校や分科大学の外に身を置いていても妓善の学習のできる教科目である'編)と
しているハーンは，芸術家と教育の関係については，次のように述べている。
芸術家として物を見る能力は，教育とは縁のないものであって，教育と
は関係なく滋養されねばならない。教育は大作家を作りだしてはいない。
それどころか大作家は教育に関係なく偉大な作家となっているのである。
教育の効果はあの原始的な感情を必然的に殺し，鈍くするものであるから
だ１６`)。
さらに，芸術と教育については，次のように述べている。
ある有名な詩人か物語作家の言葉を諸君は覚えていて，諸君自身の感情
を表現するときにも，その言葉を用いることであろう。しかし，こういう
言葉は諸君自身の感`情を表現しないことも確実極まることだ。教育という
ものは一般にわれわれ自身の感情を表現するのに，他人の観念や言葉を用
いることを，われわれに教えるものである。そして，この習癖は，芸術の
一切の原理と全く反するものである'67)。
このように，文学を情緒と感情の表現であるとみなし，学問でもなく，学問
の法則によって生みだされるものではないとするハーンは，他人の言葉を用い
ないで自分の言葉で感じたままのことを表現すべきであるとし，そして，芸術
家になれるかどうかは教育しだいではないとし，それどころか，教育は芸術家
にとって重要である原始的な感情を弱めてしまうものであるとしているのであ
る。
このことに関して，松江中学校で英語教師として，当時の暗唱主義・詰め込
み主義の教育の風潮に逆らって，生徒にテーマを与えて自由に文章を書かせる
という自由英作文教育をおこなったハーンは，みんなが一様に同じようなこと
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を書き，個人的な特色が全くなく，また，個人的な'性格があらわれていないこ
と(681を指摘しているのである。
そして，文学を勉強する最善の方法について，自然な形は子供の時からの想
像力の滋養から始まり，想像力は家庭での教育によって育成され，滋養される
というのが最善の教育方法である(`９１としているのである。
５．おわりに
オーステインの場合は「田舎の三，四軒の家族があれば′I､説を書くのに格好
の材料である(70)」と彼女自身が述べているように，小説を描く範囲は狭い環
境の中に制限されているが，題材について「小さな事に興味をもてず，喜びを
見いだせない人は，文学や芸術において本当に偉大な仕事はできないi7l1」と
述べてもいるハーンは，オーステインについて，平凡な日常生活の中に起こる
出来事，例えば；恋愛，結婚，対人関係などを鋭く観察して感情的に，情緒的
に忠実に生き生きと表現していると位置づけている。
また，オースティンの姉のカサンドラヘの手紙の中で，その著書子自負と偏
見』のことを「かわいい子供」と呼び，「推敲の時に上手にあちこちを切りと
ったり，刈りこんだりしたので全体的には「分別と多噛よ})も短くなったに
ちがいありません(72)」と述べていることからもわかるように，文章の推敲の
重要`性も認識しており，また，小説について「最も優れた精神力が示されてい
るものであり，人間性に関しての完全な知識，人間性の変化する様の完全な描
写，最も活気あるヒューモア，機知が選びぬかれた言葉で書かれ，世の中の人
々に伝えられる作品である(７３)」と述べてもいる。これらのことから前述した
ハーンの文体観一簡潔，明快，平易，単純な文体一と重なるところが見いだせ
るのである。
また，ハーンによれば偉大な小説とは，一度読んだだけでは，表面的にし
か理解できなくても，人生の経験を重ねるに従ってその作品の偉大な本質に気
づき，読み返すたびに興味がわき，感動を覚え，再度読みたくなるような小説
であり，オースティンの作品が，そのようなものであると認識したからこそ，
文学的に素養が十分でないと読みこなせず一般向きではないとしながらも，ハ
ーンは読む必要があると述べたと思われるのである。
さらに，ハーンは職業作家としてふるまおうともせず，また，名誉をもとめ
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ず(７４)，芸術家として何ごともぞんざいにせず(７５)，知らない世界のことは書か
ず(76)，しかも，一日の大半を居間にすわって針仕事や世間話をしながら生活
習慣を変えようともせず，自分の書斎をもたず，ドアのきしむ音で人の気配を
感じとると，すぐに吸い取り紙で隠した(７７１ともいわれることからもわかるよ
うに，普通の人間として日常生活を過ごし，しかも，ハーンと同様に正規の学
校教育を短期間受けただけの《７８１オーステインが，狭い範囲内で可能なこと，
すなわち，家庭内に閉じこめられた状況にあっても手軽にできる日常生活にお
ける人間の性格や感情の観察・分析をし，力作を書きあげたことに対して好意
的な態度をとったことも見逃してはならない理由のひとつであると思われるの
である。
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